
平
成
19
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
 

予
算
総
額
は
、
192
億
1949
万
8
千
円
 

 

260,593円 総　額 （平成19年4月1日  人口  34,252人） 

住民１人に 
使われる 

町のお金 

住民１人に 
使われる 

町のお金 

そ の 他  公債費 そ の 他  消防費 

　
平
成
19
年
度
の
予
算
が
、
３
月
の
定
例
町
議
会
で
決
ま
り
ま
し
た
。
今
年
度
は

ど
れ
だ
け
の
収
入
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
事
業
に
お
金
を
使
う
の
で
し
ょ
う
か
。
 

　
こ
の
１
年
間
の
収
入
と
支
出
の
見
積
で
あ
る
予
算
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
 

用語解説  

会計別予算の概要 

△6.5% 
3.4% 
9.3% 
△1.5% 
△1.2% 
5.7% 
0.2% 
19.9% 
△0.6％ 

対前年度伸率 
89億2,583万8千円 
90億3,422万2千円 
32億6,883万2千円 
10億6,513万9千円 
21億5,622万9千円 
10億5,937万8千円 
14億8,464万4千円 
12億5,943万8千円 
192億1,949万8千円 

（国民健康保険事業） 
（ 財 　 産 　 区 ） 
（老人保健医療事業） 
（ 下 水 道 事 業 ） 
（介護保険事業） 
（水道事業会計） 

予　算　額 区 　 　 分  
一 般 会 計  
特 別 会 計  

合　　　　　　計 
企業会計 

歳入 
入るお金 

歳出 
出るお金 

一般会計 
歳入歳出予算総額 
89億2,583万8千円 

民生費 
22億9,497万円 
（25.7%） 

総務費 
15億4,405万円 
（17.3%） 

公債費 
9億5,254万円 
（10.7%） 県支出金 

4億9,276万 
3千円 

（5.5%） 

町債 
3億9,860万円 

（4.5%） 国庫支出金 
3億8,211万7千円 
（4.3%） 

その他 
9,552万1千円（1.0%） その他 5億9,683万2千円（6.7%） 

議会費 
1億3,887万9千円（1.6%） 

諸収入 1億8,101万5千円（2.0%） 

地方交付税 2億900万円（2.3%） 

地方消費税交付金 
3億1,490万円（3.5%） 

労働費 
1億3,936万2千円（1.6%） 

町税 
52億1,025万8千円 

（58.4%） 

繰入金 
11億4,035万3千円 
　（12.8%） 

教育費 
12億7,325万4千円 
（14.3%） 

消防費 
4億4,145万4千円（4.9%） 

土木費 
11億772万円 
（12.4%） 

衛生費 
9億　 

3,808万　 
8千円　  

（10.5%）　　 

その他 
45,079円 10,912円 27,388円 32,340円 

27,810円 12,888円 

総務費 

平成19年度 予算 平成19年度 予算 

公債費 
9億5,254万円 
（10.7%） 

その他  教育費 
37,173円 

その他  民生費 
67,003円 

土木費 衛生費 

一
般
会
計
と
特
別
会
計
な
ど
を
合
わ
せ

た
予
算
総
額
は
、
１
９
２
億
１
９
４
９
万

８
千
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
て
１
億
１
４

８
３
万
３
千
円
、
0.6
％
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

会
計
別
で
は
、
一
般
会
計
が
89
億
２
５

８
３
万
８
千
円
で
前
年
度
に
比
べ
て
6.5
％

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
な
ど
の
特
定
の
事

業
を
行
う
５
つ
の
特
別
会
計
の
予
算
総
額

は
、
90
億
３
４
２
２
万
２
千
円
で
対
前
年

度
比
3.4
％
の
増
で
す
。
ま
た
、
企
業
会
計

で
あ
る
水
道
事
業
は
、
対
前
年
度
比
19
・

９
％
増
の
12
億
５
９
４
３
万
８
千
円
で

す
。

＜歳入＞
町税…所得にかかる町民税や土地・建物にかかる
固定資産税など
繰入金…各種基金（預金）から一般会計へ繰り入
れたお金
国庫支出金、県支出金…事業を行うための国や県
からの負担金や補助金　
町債…事業を行うためなどに借り入れたお金　
地方交付税…町の財政需要に応じて国から交付さ
れるお金　

＜歳出＞
民生費…高齢者や障害者、児童のための福祉など　
総務費…財産管理や企画・税務事務など　
教育費…学校教育や公民館の整備など　
土木費…道路や公園の整備など
公債費…町債などの借入金の返済　
衛生費…ごみ・し尿処理や予防接種など　
消防費…消火・水防活動など　
労働費…労働者への福利厚生など　
議会費…議会の運営など　
農林水産業費…農業・水産業の振興など　
商工費…産業の振興や観光など

概
　
要

一
般
会
計
の
歳
入
に
お
い
て
は
、
町
税

が
最
も
多
く
、
52
億
１
０
２
５
万
８
千
円

で
全
体
の
58
・
４
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

そ
の
内
訳
は
、
固
定
資
産
税
は
前
年
度
に

引
き
続
き
減
収
見
込
み
と
な
り
ま
す
が
、

法
人
町
民
税
の
増
収
及
び
税
源
移
譲
に
伴

う
個
人
町
民
税
の
増
収
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
前
年
度
よ
り
も
５
億
３
３
７
６
万
４

千
円
、
11
・
４
％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
地
方
交
付
税
に
お
い
て
は
、

国
の
制
度
見
直
し
に
よ
る
影
響
を
受
け
、

２
億
９
０
０
万
円
と
な
り
、
前
年
度
に
比

べ
６
億
４
４
０
０
万
円
、
75
・
５
％
の
減

額
と
な
る
見
込
み
で
す
。

加
え
て
、
地
方
譲
与
税
に
つ
い
て
も
暫

定
措
置
と
し
て
譲
与
さ
れ
て
い
た
「
所
得

譲
与
税
」
の
廃
止
に
よ
り
１
億
２
１
４
万

円
と
な
り
、
前
年
度
に
比
べ
２
億
６
４
４

８
万
４
千
円
、
72
・
１
％
の
大
幅
な
減
額

と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
財
源
不
足
を
補
う
財
政
調
整

基
金
な
ど
の
繰
入
金
が
、
全
体
の
12
・
８

％
で
11
億
４
０
３
５
万
３
千
円
、
対
前
年

比
1.0
％
の
減
、
そ
の
次
に
県
支
出
金
が
４

億
９
２
７
６
万
３
千
円
、
対
前
年
比
6.8
％

の
増
、
そ
し
て
町
債
が
３
億
９
８
６
０
万

円
で
対
前
年
比
29
・
１
％
の
減
と
な
り
ま

し
た
。

一
般
会
計
の
歳
出
で
最
も
多
い
の
は
、

民
生
費
の
22
億
９
４
９
７
万
円
で
一
般
会

計
の
25
・
７
％
を
占
め
ま
す
。
こ
れ
は
、

高
齢
者
や
障
害
者
（
児
）
の
福
祉
施
策
や

保
育
園
な
ど
の
児
童
福
祉
施
策
の
た
め
の

予
算
で
、
今
年
度
か
ら
の
児
童
手
当
制
度

の
改
正
や
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
制
度
の

拡
充
に
伴
う
経
費
な
ど
は
、
こ
こ
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
健
康
い
き
い
き
セ

ン
タ
ー
・
福
祉
し
あ
わ
せ
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
福
祉
施
設
や
北
部
及
び
南
部
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
経
費
も
こ
の
中
に
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
今
年
度
は
、
学
童

保
育
施
設
の
整
備
に
お
い
て
、
児
童
の
増

加
に
よ
り
手
狭
に
な
っ
た
播
磨
西
小
学
校

学
童
保
育
所
に
新
た
な
専
用
施
設
を
整
備

し
ま
す
。

２
番
目
は
、
総
務
費
で
15
億
４
４
０
５

万
円
、
全
体
の
17
・
３
％
を
占
め
ま
す
。

こ
れ
は
、
十
数
年
経
過
す
る
住
民
基
本
台

帳
や
税
務
・
財
務
会
計
な
ど
の
業
務
シ
ス

テ
ム
を
新
た
な
も
の
に
置
き
換
え
る
た
め

の
経
費
と
し
て
約
４
億
３
０
０
万
円
が
盛

り
込
ま
れ
た
こ
と
に
よ
り
大
き
く
増
額
と

な
っ
た
も
の
で
、
他
に
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
導
入
調
査
費
や
町
制
45
周
年
記
念

事
業
な
ど
の
経
費
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

３
番
目
は
、
教
育
費
で
12
億
７
３
２
５

万
４
千
円
、
14
・
３
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
幼
稚
園
や
小
・
中
学
校
の
維
持

管
理
経
費
、
園
舎
・
校
舎
な
ど
の
耐
震
診

断
及
び
耐
震
工
事
の
経
費
、
そ
の
他
小
中

学
校
の
図
書
室
の
充
実
の
た
め
司
書
を
派

遣
す
る
経
費
や
小
学
校
で
の
英
語
活
動
に

お
け
る
経
費
で
す
。
中
央
公
民
の
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
の
設
置
及
び
エ
ア
コ
ン
設
備
工
事

や
、
図
書
館
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
の
管

理
運
営
経
費
も
こ
こ
に
含
ま
れ
ま
す
。

土
木
費
は
約
11
億
７
７
２
万
円
、
全
体

の
12
・
４
％
を
占
め
４
番
目
で
す
。
こ
れ

は
、
町
道
浜
幹
線
な
ど
の
道
路
整
備
費
や

維
持
補
修
費
の
他
、「
大
中
遺
跡
公
園
」
を

始
め
と
す
る
都
市
公
園
な
ど
の
維
持
管
理

費
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
県
立
考
古
博

物
館
」
の
開
館
に
あ
わ
せ
、「
緑
道
で
あ

い
の
み
ち
」
に
は
案
内
看
板
、
町
道
大
中

二
見
線
に
は
道
路
案
内
標
識
を
設
置
し
ま

す
。公

債
費
は
、
約
９
億
５
２
５
４
万
円
で

全
体
の
10
・
７
％
と
５
番
目
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
施
設
の
建
設
や
道
路
の

整
備
な
ど
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
借
り
入

れ
て
き
た
お
金
（
町
債
）
の
返
済
に
充
て

る
も
の
で
す
。
平
成
19
年
度
末
の
一
般
会

計
の
地
方
債
残
高
見
込
は
約
93
億
１
０
８

２
万
円
で
、
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
全
体

で
は
、
約
１
９
２
億
９
３
２
３
万
円
と
な

る
見
込
み
で
す
。

町
税
は
増
収
と
な
る
が
、

地
方
交
付
税
・
地
方
譲

与
税
は
大
幅
に
減
少
！

5
広報はりま 19.5

4
広報はりま 19.5

少
子
・
高
齢
化
施
策
の

推
進

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で

事
業
を
展
開



こんな事業を実施します 
平成19年度 予算 平成19年度 予算 平成19年度 予算 平成19年度 予算 

町の基本的な目標を定めた「第３次播磨町総合計画」に定められた５つの柱に分けて、 
平成19年度に行う主要・新規事業を紹介します。 

１豊かなこころを育み 文化を創造するまち
小・中学校教育の充実
読書活動推進事業　929万円
豊かな感性を養い育て、基礎学力の向上のため図書環境の充実を図るとともに、司書を配置します。
小学校英語活動推進事業　 892万円
語学力の育成や多文化理解の推進など国際人として必要な資質を身に付けさせるため、小学校からの英
語活動を推進します。
子ども安全教育(ＣＡＰ)推進事業　73万円
子どもたちが自ら自分の命を守る力を身に付けさせるため、判断力のつき始める小学４年生及び思春期
に入る中学１年生の全員にＣＡＰプログラム教育を実施します。
教科専門指導教諭設置事業　2,762万円
基礎的・基本的な内容の確実な定着や補充的学習、発展的学習など個に応じたきめ細やかな学習を推進
するために教科専門指導教諭を配置します。
子ども支援事業（スクールカウンセラー配置「新」） 237万円
学校･家庭･関係機関と連携を図る中で、新たにスクールカウンセラーを配置し、児童や保護者の相談活
動を行い健全な成長を支援します。
小学校体験型環境学習事業「新」 36万円
小学３年生を対象に、自然と触れ合う体験学習を実施します。
放課後子どもプラン事業「新」 28万円
新制度としての内容を考慮しながら、運営委員会を設け事業実施に向けて取り組みます。
交通安全街頭指導事業　1,150万円
通学路の危険箇所に街頭指導員を配置することにより、町内４小学校に通学する児童の登下校時の交通
安全確保を図ります。

学校園施設の充実
小学校……小学校建築物耐震対策事業ほか　1億69万円
播磨小学校体育館の耐震工事、遊具整備改修、下水道整備などの事業を実施します。
中学校……中学校建築物耐震対策事業ほか　849万円
播磨中学校体育館の耐震設計及び播磨・播磨南中学校技術棟の耐震診断などの事業を実施します。
幼稚園……幼稚園建築物耐震対策事業ほか　277万円
播磨幼稚園の園舎の耐震診断、遊具整備改修などの事業を実施します。

文化施設の充実
中央公民館改修事業　8,583万円
エレベーターを新たに設置するとともに、老朽化した空調設備についても更新します。
図書館改修事業　1,717万円
図書館の屋上防水工事を行います。

２誰もが健康で安心して暮らせるまち
乳幼児等医療費助成事業「拡大」 9,509万円
小学３年生までの医療費を無料化及び所得制限を撤廃し、乳幼児などの健康の向上と福祉の増進を図り
ます。
学童保育施設整備事業　2,239万円
児童の増加により施設が手狭になった播磨西小学校学童保育所の児童の保育環境の改善を図るため、専
用施設を設置します。
特別保育補助事業（病後児保育の実施「新」) 644万円
延長保育及び一時保育などの事業に加え、病後児保育を実施します。
妊婦健康診査費助成　900万円
妊婦を対象に、妊娠期間中に医療機関などで受診した妊婦健康診査に係る費用の一部を助成し、妊婦の
健康増進を図ります。
自立支援事業者移行支援（障害者施設整備費補助「新」)  300万円
小規模作業所などが障害者自立支援法に基づく新事業体系へスムーズに移行できるよう移行時に要する
設備投資費用の一部を補助します。
後期高齢者医療事業「新」 1,116万円
各市町が運営している「老人保健制度」が、都道府県ごとに全市町が加入する「広域連合」が運営主体
となる「後期高齢者医療制度」に代わり、高齢者医療の保険料の賦課・医療給付等の事務が平成２０年

４月から行われます。この広域連合の円滑な運営を図るため、運営に係る経費等を負担し、システムの
構築を行います。
要援護者実態調査事業「新」 112万円
災害時に援護を必要とする障害者、高齢者を対象として、災害時における適切な避難支援プランの策定
のため、これらの方々の日頃の状況を把握するための調査を実施します。
自動体外式除細動器(AED)の設置　184万円
心停止で倒れるという不測の事態が起きたときに、迅速に対処できる環境整備のため、自動体外式除細
動器（ＡＥＤ）を、中央公民館・コミセン・図書館・郷土資料館・はりまシーサイドドームに設置します。

３安全でさわやかな都市環境のまち
コミュニティバス導入調査事業「新」 471万円
コミュニティバス導入について、必要な措置を講じるため地域公共交通会議を設置し、調査・検討を行
います。
都市計画道路の整備　6,901万円
浜幹線や大中二見線の整備をすすめます。
町道の整備　6,062万円
新島内道路舗装改良・鹿ノ川宮ノ裏線などの町道の整備をすすめます。
緑道であいのみち再整備・都市公園改修　3,738万円
緑道であいのみち再整備や都市公園施設の改修をすすめます。
土山駅周辺地区まちづくり交付金事業　1,252万円
土山駅周辺の整備をまちづくり交付金事業により、既存の地域資源の活用を図ります。
河川監視カメラ維持管理事業「新」 176万円
大雨などによる河川の増水状況をＢＡＮ－ＢＡＮテレビによる監視カメラにより把握します。
国民保護計画推進事業「新」 43万円
武力攻撃事態などにおいて町民の生命、身体及び財産を保護するための措置を的確かつ迅速に実施する
ため、国民保護計画の見直しを実施し町民への周知を図ります。

４快適な生活環境と産業が調和する活力あるまち
塵芥処理施設修繕工事　8,000万円
塵芥処理施設の適正な運営及び維持管理のための整備を行います。
一般廃棄物処理施設整備基金積立事業　1億円
一般廃棄物処理施設の整備資金を確保するため設置された一般廃棄物処理施設整備基金への積み立てを
行います。

５交流を進め みんなで協働して創るまち
夏まつり・大中遺跡まつり事業　1,420万円
夏まつり、大中遺跡まつりを支援します。

参議院議員選挙の実施　1,384万円

町議会議員選挙の実施　1,435万円

兵庫県議会議員選挙の実施　865万円

住居表示整備事業　2,079万円
住居表示による住所の表示の整備を行うことにより、住所を分かりやすく示し、郵便配達・救急車到着
などの行政サービスの正確化、迅速化を図ります。
次期基幹業務系システム導入事業　4億285万円
現行基幹業務系システムに代わる、本町にとって最適な新システム導入のための行政事務の分析・標準
化を行い、システムのカスタマイズを抑制しながら次期システムの構築を行います。
映像配信設備整備事業「新」 310万円
議会中の映像をインターネット網を用い配信するため映像配信システムを整備します。
また、イベントなどの映像の配信にも活用します。
町制45周年記念事業「新」 200万円
町制施行４５周年記念の記念式典などを行います。
播磨北小学校跡施設運営管理協議事業「新」 21万円
播磨北小学校跡施設の有効利用のため、播磨北小学校跡施設に関する運営管理組織を設置し、具体的な
運営管理プログラムを協議します。
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は
火
の
車
に
な
っ
ち
ゃ
う
。

遺
跡

そ
う
な
ん
だ
。
住
民
の
皆
さ
ん

の
ニ
ー
ズ
が
ま
す
ま
す
高
ま
る
中
で
、

ま
ち
の
台
所
事
情
を
非
常
に
厳
し
く

し
て
い
る
ん
だ
。
町
と
し
て
も
限
ら

れ
た
歳
入
の
中
で
様
々
な
事
業
を
行

う
た
め
に
、
事
業
の
見
直
し
や
経
費

の
削
減
を
図
る
行
政
改
革
を
行
う
必

要
が
あ
る
ん
だ
。

弥
生

そ
れ
で
も
不
足
す
る
お
金
は
ど

う
す
る
の
？

遺
跡

弥
生
ち
ゃ
ん
の
お
家
も
そ
う
だ

と
思
う
け
ど
、
使
え
る
お
金
が
不
足

し
た
ら
、
貯
金
を
崩
し
て
そ
れ
に
充

て
る
で
し
ょ
う
。
ま
ち
の
台
所
も
同

じ
で
財
政
調
整
基
金
と
い
う
貯
金
が

あ
り
、
不
足
額
を
こ
こ
か
ら
取
り
崩

す
ん
だ
。
平
成
19
年
度
予
算
で
は
、

歳
出
見
積
額
89
億
３
千
万
円
に
対
し
、

歳
入
見
積
額
78
億
２
千
万
と
な
り
、

そ
の
不
足
額
の
11
億
１
千
万
円
を
取

り
崩
し
た
ん
だ
。

弥
生

ま
さ
に
厳
し
い
ま
ち
の
台
所
事

情
ね
。

遺
跡

そ
う
な
ん
だ
。
こ
れ
か
ら
も
ま

す
ま
す
厳
し
く
な
る
か
も
し
れ
な
い

よ
。
そ
の
た
め
に
も
お
金
の
使
い
方
、

集
め
方
を
変
え
て
い
く
努
力
が
必
要

だ
ね
。

▼
問
い
合
わ
せ

総
務
グ
ル
ー
プ

1
０
７
９
（
４
３
５
）
０
３
５
７

く
ん

ちやん

く
ん

ちやん
く
ん

平
成
19
年
度
予
算
の
こ
と

弥
生

遺
跡
く
ん
「
予
算
が
決
ま
っ
た
」

っ
て
あ
る
け
ど
、
よ
く
耳
に
す
る
「
予

算
」
っ
て
ど
う
い
う
意
味
？

遺
跡

「
予
算
」
っ
て
い
う
の
は
、
１

年
間
の
収
入
と
支
出
の
見
積
も
り
の

こ
と
で
、
播
磨
町
で
も
新
し
い
年
度

が
始
ま
る
前
に
そ
の
１
年
間
で
ど
の

く
ら
い
の
収
入
が
あ
る
の
か
、
そ
し

て
１
年
間
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
を
計
画
し
、
そ
の

費
用
を
見
積
も
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。

弥
生

そ
れ
が
３
月
に
決
ま
っ
た
の
ね
。

遺
跡

そ
う
な
ん
だ
。
で
も
平
成
19
年

度
予
算
を
つ
く
る
の
は
、
と
て
も
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
す
す
め
ら

れ
た
ん
だ
よ
。

厳
し
い
財
政
状
況

弥
生

厳
し
い
財
政
状
況
っ
て
ど
う
い

う
こ
と
？

遺
跡

ま
ち
の
歳
入
で
最
も
多
い
の
は
、

皆
さ
ん
か
ら
の
税
金
な
ど
で
町
税
と

い
う
ん
だ
け
ど
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

法
人
な
ど
の
景
気
回
復
の
影
響
に
よ

り
昨
年
度
に
比
べ
て
約
５
億
３
千
万

円
の
増
で
52
億
１
千
万
円
を
見
込
ん

で
い
る
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
、
逆
に
こ

の
影
響
を
受
け
地
方
交
付
税
が
、
約

２
億
円
の
見
込
み
と
な
り
、
昨
年
度

に
比
べ
て
約
６
億
４
千
万
円
も
の
大

幅
な
減
額
と
な
っ
て
し
ま
う
ん
だ
。

弥
生

ど
う
し
て
、
町
税
が
増
え
る
と
、

地
方
交
付
税
が
減
っ
て
し
ま
う
の
？

町
税
と
地
方
交
付
税

遺
跡

ち
ょ
っ
と
難
し
い
話
だ
け
ど
、

地
方
交
付
税
で
は
、
ま
ず
全
国
の
市

町
村
が
標
準
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

た
め
に
必
要
な
経
費
を
算
出
す
る
ん

だ
。
こ
の
経
費
か
ら
皆
さ
ん
の
納
め

た
税
金
な
ど
を
基
に
求
め
ら
れ
る
標

準
的
な
収
入
を
差
し
引
い
て
計
算
さ

れ
た
額
が
地
方
交
付
税
と
し
て
国
か

ら
市
町
村
へ
交
付
さ
れ
て
い
る
ん
だ
。

弥
生

そ
う
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い

た
の
ね
。

遺
跡

そ
の
う
え
、
近
年
は
国
も
危
機

的
な
財
政
状
況
に
あ
る
た
め
こ
の
仕

組
み
を
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
く
な

り
、
計
算
の
仕
組
み
が
毎
年
見
直
さ

れ
、
標
準
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
経

費
も
年
々
縮
小
傾
向
に
あ
り
、
町
税

の
増
減
に
か
か
わ
ら
ず
交
付
さ
れ
る

地
方
交
付
税
は
、
削
減
さ
れ
て
い
る

ん
だ
。

ま
ち
の
台
所
は
火
の
車
？

遺
跡

そ
の
う
え
、
今
年
度
よ
り
国
か

ら
の
所
得
譲
与
税
の
制
度
が
廃
止
さ

れ
、
地
方
譲
与
税
が
約
２
億
６
千
万

円
も
減
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
。
結
果
、

地
方
交
付
税
の
減
額
と
あ
わ
せ
る
と

約
９
億
円
減
少
す
る
見
込
み
で
、
町

税
の
増
加
分
を
差
し
引
く
と
約
３
億

７
千
万
円
が
減
る
こ
と
に
な
る
ん
だ
。

弥
生

そ
ん
な
に
入
っ
て
く
る
お
金
が

減
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
ま
ち
の
台
所

ちやん
く
ん

く
ん

ちやん
く
ん

ちやん

く
ん

ちやん
く
ん

ちやん
く
ん

ちやん

播
磨
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
遺
跡
く
ん

と
弥
生
ち
ゃ
ん
は
平
成
元
年
（
１
９
８

９
年
）
播
磨
町
が
「
共
に
生
き
よ
う
ふ

れ
あ
い
の
ま
ち
」
宣
言
を
し
た
と
き
の

イ
メ
ー
ジ
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
生

ま
れ
ま
し
た
。

大
中
遺
跡
の
弥
生
時
代
の
子
ど
も
た

ち
を
思
い
描
き
、
名
前
を
大
中
遺
跡
か

ら
遺
跡
く
ん
、
弥
生
時
代
か
ら
弥
生
ち

ゃ
ん
と
名
付
け
ま
し
た
。

遺
跡
く
ん
、
弥
生
ち
ゃ
ん
は
、
古
代

で
も
、
夢
が
あ
っ
て
楽
し
く
生
活
し
て

い
る
様
子
を
、
見
る
人
に
語
り
か
け
る

よ
う
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
原
画
で
は

背
景
に
大
中
遺
跡
の
住
居
、
恐
竜
の
子

ど
も
も
描
か
れ
て
お
り
、
大
中
遺
跡
が

よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま

た
古
い
時
代
か
ら
み
ん
な
が
仲
良
く
生

き
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

播
磨
町
は
今
年
で
45
歳

昭
和
37
年
、
兵
庫
県
で
最
後
の
村
「
阿あ

閇え

村
」
か
ら
「
播
磨
町
」
に
な
り
、
今

年
で
45
年
目
を
迎
え
ま
す
。「
県
立
考

古
博
物
館
」
の
開
館
後
、
10
月
28
日
(日)

に
記
念
式
典
を
行
い
ま
す
。
大
中
遺
跡

に
ち
な
ん
だ
播
磨
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
遺
跡
く
ん
」「
弥
生
ち
ゃ
ん
」
に
は
、

大
い
に
活
躍
し
て
も
ら
う
予
定
で
す
。

この絵は村山ゆ
かりさん（神戸
市在住）が描か
れました。

平
成
19
年
度
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
が
、
遺
跡
く
ん
と
弥
生
ち

ゃ
ん
は
こ
ん
な
お
話
を
し
て
い
ま
す
。




